情報行動論

【６】ヒトの進化　－組織的狩猟-
1. 氷河期

2. ホモ。エレクトス

3. 火の使用がもたらしたもの

4. 組織的狩猟がもたらしたもの

5. ホモ・サピエンス

6. 生息地の拡散

7. 身体形質の地理的変異

1． 氷河期

　170万年前、ヒトはアフリカからヨーロッパやアジアへと進出していった、

折しも、その頃、地球は氷河期に入る。

２．ホモ･エレクトス（160万年前）
①火の使用

②組織的な狩猟の開始

③言語の発達
④道具の進歩

⑤個体群サイズが大きくなる

⑥体の大型化

⑦脳の発達

３．火の使用がもたらしたもの

1 活動時間の変化

2 活動範囲の変化

3 調理の開始

4 食性の拡大

5 口蓋の変化と発生の多様化

6 捕食者からの開放

7 注意の集中と思考力
4． 組織的狩猟がもたらしたもの

1 体型の変化

2 道具の進歩

3 共同性の強化

4 リーダーの誕生

5 集団の結束性

6 言語の複雑化
7 技術･知識の重要性

5． ホモ･サピエンス　（３０万年前）

1 複雑なコミュニケーションが可能

2 骨器の使用

3 埋葬の開始

4 衣服および装身具の着用

5 音楽、舞踏、絵、彫刻等の芸術活動

6 脳の更なる発達

7 生息地の拡散
６．生息地の拡散
①寒冷化

②狩猟技術の進歩

③食料資源の競合

④大型動物の減少

⑤寒冷化への文化的適応

⑥海水面の低下

⑦移動と新たな食料獲得戦略の獲得

７．身体形質の地理的変異

①ニｸﾞロイド

②コーカソイド

③モンゴロイド

④オーストラロイド

結論

1） 狩猟の開始が、集団の結束性および組織性を高めた。

2） 組織的狩猟および火の使用が、言語の発達を促した。

